
 宗谷地区 教育経営研究会  
 

１ 目 的  北海道小学校長会・北海道中学校長会及び地区校長会が抱えている教育経営上の具体的

な課題を取り上げ、その解決の方途を法制研究の視点から探る。 

２ 主 催  北海道小学校長会 北海道中学校長会 

３ 後 援  北海道教育庁宗谷教育局 宗谷管内教育委員会連絡協議会 稚内市教育委員会 

４ 主 管  宗谷校長会 

５ 日 時  令和元年７月３１日（水） ９時１５分～１０時５０分 

６ 会 場  稚内総合文化センター 

７ 参加者  宗谷管内小中学校長会員他（５８名） 

８ 日 程  ９時～９時１５分       受付 

９時１５分～９時３０分    開会式 

９時３０分～１０時１０分   教育情勢に関する説明 

１０時２０分～１０時４５分  質問・要望事項に関する説明および協議 

１０時４５～１０時５０分   閉会式 

９ 来 賓 北海道教育庁宗谷教育局次長  西 岡 博 幸 様 

北海道教育庁宗谷教育局義務教育指導監  鈴 木   豊 様 

10 説明者 北海道小学校長会事務局長  神 谷   敦 氏 

北海道小学校長会情報部副部長  四 戸 基 樹 氏 

北海道中学校長会研修部副部長  越 田 公 美 氏 

11 研究の概要 

    道小事務局長より道小・道中の活動・教育情勢についての報告、道小情報部副部長・道中研修

部副部長より宗谷校長会からの質問・要望事項への回答・説明がなされ、その後、全体協議を行

った。 

司会 猿払村立拓心中学校  松 田 孝 一 

記録 利尻富士町立鴛泊小学校  関 谷 克 志 

幌延町立問寒別小中学校  田 中 耕 平 

 

【教育情勢の報告】・・・神谷事務局長 

  ○ OECD 国際調査、教員採用試験などについて 

  ○ 公立高校配置計画、入試改善基本方針などについて 

  ○ 知事定例会見、道政執行方針、道教委教育行政執行方針などについて 

  ○ 道教委関連、人事・教育施策などについて 

  ○ 不登校、いじめなどについて 

  ○ 改正虐待防止法、虐待関連などについて 

  ○ 日本語指導、スマホの学校への持ち込み、ネット関連などについて 

  ○ 全連小・全日中、道小・道中などについて 

  ○ 文部科学省関連、過労死などについて 

  ○ その他、教育関連などについて 

 

教育情勢の報告の様子 



【質問・要望事項への回答・協議】・・・四戸副部長・越田副部長 

（１）学校経営 

① 離島人事交流について 

・ 平成３０年度の交流者は４名（奥尻１・天売２・利尻富士１）。 

・ 平成３１年度の交流者は７名（奥尻２・利尻富士３・礼文２）。 

・ 教員若年化への対応、教育活動の活性化が主な目的。 

・ ３年が原則だが延長もあり。 

・ 元の管内に戻ることが原則だが、希望すれば異動先の管内に残ることも可。 

   ② 広域人事について 

    ・ 資質向上、教育活動の活性化、地域の学力向上が主な目的。 

    ・ 精神的サポート、財政的サポートの充実が必要。 

    ・ 優遇措置を明確にすることが必要。 

    ・ 期間短縮等柔軟な対応が必要。 

    ・ 地域差解消のために、期待を踏まえた制度改善が課題。 

    ・ ３年間を見通した研修体制の確立が課題。 

 （２）管理運営 

   ① 初任者加配について 

    ・ 平成３１年度の拠点校加配（対象６名につき１名）は、小学校５６８名対象

８６名加配、中学校４０２名対象５５名加配。 

   ② 自然災害発生時の教職員の勤務について 

・ 道教委からの回答はなし。 

・ 教職員の第一義の義務は児童生徒の安全確保、児童生徒の安否確認、教育環

境の回復。それ以外の対応については関係機関と調整する。 

    ・ 自然災害時は給特法の例外事項に該当するので、一般業務の時間外勤務とな

り、職務命令の発令の必要はない。 

 （３）待遇改善 

   ① 定年延長について 

    ・ 再任用制度は継続される。 

    ・ 役付き再任用は、公立学校教頭２名、特別支援学校長３名、特別支援学校教

頭６名。 

    ・ 役職定年制の導入、給与は６０歳以前の７０％、定年前の短時間勤務可の見

通し。 


